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個人情報保護法実施に伴う保健看護学実習記録の記述と管理
�ガイドライン試行期間の記録点検を通して�

石 　本 　傳 　江��

は じ め に

今年�		�年 �月より個人情報保護法が全面実施と

なり，医療現場及び医療機関を実習の場とする看護
学教育機関においても，種々の議論が飛びかうとこ
ろとなった．筆者は以前より看護学教育における臨
地実習及び学生が記録する看護学実習記録（以下，
実習記録とする）において，個人情報の扱いをいか
にするべきか関心を抱き，検討してきた ����．
昨年度より本学保健看護学科においても，実習基

本事項の冊子化をめざすに当たり，個人情報保護ガ
イドライン（以下ガイドラインと略す）の作成を担

当し，学生の教育及び臨地実習施設等の交渉を重ね
てきた．その経過中にまとめた，個人情報保護ガイ
ドライン案を�		�年 �月� �月おこなわれた基礎看
護学実習 ��において，実習記録の記述・管理に試行
的に適用した ��．
そこで今回，実習記録を点検・調査し，学生の個
人情報への認識傾向及び記述，管理の実態を知るこ
とで学生の教育およびガイドラインの適切性を検討
し，今後の充実をはかりたいと考えた．

�．調査方法

�） 平成�
年度基礎看護学実習��における学生の
実習記録をガイドラインの項目に添って点検・調査した．

�） 調査対象
�� 学生の同意が得られた
�名の実習記録
�� 実習記録用紙の種類
・ 看護活動計画
・ 行動計画振り返り表
・ 受持ち患者データーベース及び分析表

（関連図を含む）
・ ケアプラン用紙
・ 経時記録
・ 臨床経過表
・ 実習の学び
・ カンファレンス記録

�） 調査期間 　　平成��年 �月 �日� �月��日
�） 倫理的配慮 　　

本調査の目的はガイドラインの適切性の判断およ
び研究的取り組みであることを対象学生に説明し記
録の点検に同意を得た．また，調査は成績に影響す
ることはなく不利益はおこらないこと，今後の情報
倫理教育に資することであること，点検によって個
人情報を保護し，返却することで学習に用いること
が可能となることを説明した．

�．本学科における個人情報保護ガイドラインの

概要と作成経過

ガイドラインは大別して �）臨地実習における受
持ち患者の同意の取得方法 �）実習記録の記述・管
理に分けられる．個人情報保護法を受けて，ガイド
ライン作成の基本方針は医療機関における患者の個
人情報保護と共に，学生の「学問の自由」の権利を
尊重し両面から適切な基準を設定し，また，これを
学生教育に活用することであった．
検討経過としては，平成�
年 �月実習検討会に素

案を提出し，学科会議で全教員の意見を求めた．その
後，臨地実習施設の長及び看護管理責任者に打診を行
い一部修正を行った（表 � � �参照）．同時に実習施設
を共有する他の教育機関との調整を行い，共有部分を
調整会議（ �校 �コース会議）に提出した．その間，
日本看護系大学協議会・「看護学実習における個人情報
取り扱いに関するガイドライン作成のために ��」，日本
看護協会から出された「看護記録および診療情報の取
り扱いに関する指針��」を参考に若干の修正を行い，

保健看護学実習要項基本事項の �「実習における倫
理的・法的行動基準」の項目に収めた ��．今回の調
査に関連する部分について抜粋して紹介する．
　�）看護学実習における受け持ち看護の

同意の取得

看護学教育では実習において直接の看護体験を通
して看護のプロセスを理解し，患者との人間関係を
築くことは重要な教授内容とされる．しかし従来，

�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　保健看護学科
（連絡先）石本傳江 　〒�������� 　倉敷市松島��� 　川崎医療福祉大学

	�
��
� �����������	
�����
���	�
	��

���



��
 石 　本 　傳 　江

充分な説明や同意がないままに患者の看護に参加し
てきた経緯も否めず，改めて依頼方法・説明内容を
整理した（表�，�）．その基本姿勢は，看護という
信頼関係で成り立つ学習の目的からして，同意書や

押印という，契約形式にはなじまないこと，看護の
誠実性から将来の看護職の育成に心から参加して許
しを得る（同意する）ことの方が重要視されるべき
ことと考えた．したがって表記のとおり，同意書は
取らないが，臨床看護における患者�看護師の信頼
関係を基盤に，臨床指導者に依頼すること，説明を
誠実に行い，記録に残すこととした ��．このことは
実習施設長及び看護管理責任者の合意を得られ，実
習施設としても患者の入院時説明書に教育実習施設

であることを明記し，包括同意を採用するとのこと
であった．他施設においては，病棟内に実習の概要や
責任者を掲示しているところもある	�が，本学では多く
の学科が実習を行っているため対応困難とされた．
　�）看護学実習記録の記述方法と管理

臨地実習における情報の流出を防ぎながら学生の

教育に資するように，情報の匿名化，識別・推測可
能性を排除するための加工の方法，管理方法を具体
的に示した（表�，�）．
なお，実習終了後の実習記録管理については，以

下のとおりとした．
�� 実習記録については原則として教員の保
管とする．ただし，学生が学習目的のた
め必要とした場合は，実習記録の管理に
ついて学生に十分注意した上で，学生に
返却し学習に資する．

�� 学生は手元に学習記録を保管している期
間は，学習目的にのみ使い，みだりに学
外に持ち出さない．

�� 学習の目的を達した卒業時において，担当
教員は学生の実習記録（個人情報に関する
メモを含む）をすべて回収し，処分する．

�．点検・調査結果（����）

　�）受待ち患者の同意について

�� 全員の学生に同意あり，その後のトラブ

表 � 受け持ち患者への依頼方法

表 � 受け持ち患者への説明内容 　（�は追加修正部分）
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表 � 実習記録における個人情報の保護のための記述方法 　（�は追加修正部分）

表 � 実習記録における個人情報の保護のための管理方法 　（�は追加修正部分）

ルも皆無であった．

�� 実習記録への同意の記録の有無
　同意ありの記録 �	名（���）
　挨拶の記録 �	名（�
�）

　�）個人情報の記録

（�）氏名の記述は全員が記号化した英文字 �

字となっていた．ただし，臨床経過記録
（俗に言う体温表）にイニシャルの記述
が 
名あった

（�）生年月日の記述が �名あった．

（�）その他，住所，電話番号，カルテ番号な

どの個人を特定できる情報の記述はな

かった．
　�）個人情報に関連する識別・推測可能な

情報記述の有無

病名や手術名，性別など加工できない情報と併記
されることによって，識別や推測が可能になると思
われるものには以下のものがあった．

（�）年令の記述
�� すべて加工し○ ○才代と記述 �名
�� 実年令の記述――見学事例�
名（�
�）

　　　　　――受持ち事例��名（
��）
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（�）日付の記述
�� 入院・退院年月日 ��名（���）
�� 手術日，検査日 
名
�� 転院先名称と日付 �名

　�）その他のプライバシーに関する情報の記述

�� 家系図（ケアに必要とは思えないもの）
�名

�� 既往歴年（ケアに必要とは思えないも
の） �名

　�）実習記録の管理に関して

（�）目的以外の使用はしていないため，実習
終了後に教員に提出した．

（�）実習記録に関するメモ等の紛失，置き忘

れはなく，教員に提出した．
（�）カンファレンス資料は加工していたが実

年令，性別，病名記述のある資料を 
名
がファイルに所持していた．

（�）コンピューター材器による記述は �名が
行っていた．

（�）実習終了後の管理は教員管理下に置いて，
点検をおこなった．しかし，基礎看護学
実習 ��は，個人情報記述部の削除・訂正

を行い，卒業時まで学生が活用できるよ
うに返却予定である．

（
）実習記録の開示請求はなかった．

�．考 　察

　�）個人情報保護法（以下法と略す）に配慮した

実習記録のあり方

個人情報とは「生存する個人に関する情報であっ
て，氏名，生年月日，その他の記述などにより特定

の個人を識別することができるもの」と定義されて
いる（法第二条）
�．看護学実習においては個人を
特定する情報のみならず，病名や症状，既往歴や家
族背景などの生活上の多くの情報を入手することと
なる．これらの情報は患者を「人間として全体論的
に理解し，そのニーズを把握しながら援助行為を実
践する���」という看護そのものの活動に必要とされ
る．従って，法が規定する利用目的（患者の利益に
資する看護実践）の範囲の情報取得であるが，多く

は〔人には知られたくない，放置しておいてほしい
または関与されたくない���〕プライバシー情報であ
る．実習記録はこのような情報の持つ，似て非なる
二つの側面から配慮される必要がある．すなわち，
ひとつには個人情報の適切な扱いとしての個人が特
定できないような匿名化及び情報の加工を施すこと
によって個人情報を保護し，学習効果を損なわない
記述の方法���を基準化することである．二つ目には，

プライバシーに関する情報はそのコントロール権が
情報主体である患者に存在する���ことから，情報の取
得方法への配慮と情報流出への注意を払うことである．
　（�）実習記録における患者の匿名化と情報の加工

今回の調査において，学生の実習記録には患者の
氏名はすべて匿名化された英記号 �文字で書かれて
いた．しかし，ガイドライン案には「イニシャルの
�文字を取って記号化する」としたため，臨床経過
表（体温表）にイニシャルを記述した学生が数名あっ
た．イニシャルは推測可能の表記に当たり，今回の
ガイドラインでは訂正した文言とした．
また，複数の情報を併記することによって，個人

の識別可能性や推測が可能になることもある．一例

としては入院年月日・病名・実年令・性別などの併
記である．学生は患者の全体像をイメージする時，
基本的属性としての性別・年令・病名の �項目を最
小単位として記述していた．匿名化の必要はわかっ
ていても併記の場合の推測可能性に気づかず，記述
していると思われる．特に，毎日の記録には「��歳
代」と記述に注意を払っている学生でも，見学事例
で状況を記述する場合や，受持ち患者の全体像を示
す関連図の基本情報として実年令を記述しており，

ガイドラインへの認識は一貫していない．この併記
の情報の中で加工が可能であるのは年令のみである
ことから，推測可能性を排除するためには年令の記
述をできる限り（小児などは別として）規定どおり
に徹底することが必要であろう．
次に個人を識別可能な情報として，日付の問題が

あがった．生年月日は明らかに個人を特定できる情
報として記述を禁止しているが，療養経過の中で使
われる入退院年月日や手術日，検査日，転院日など

の日付の記述は，特定の日を表し，療養内容と性別，
実年令，病棟名などが併記されることによって，識
別の可能性が出てくる．学習の目的からは，患者の
療養経過に伴う病状の変化やケアの内容を判断する
ことが必要であるが，特定の日付でなくとも，経過
日数で表現できるのではないかと考えられる．たと
えば〔入院○○日目〕，「術後○○日目」で足りると
思われる．
ガイドライン案の段階では，このような情報の併

記による推測可能性を具体的にあげていなかったた
めに，あいまいとなったと考えられる．従って，日
付の記述は加工が必要であることを学生に意識づけ
ると共に，実際の日付を求めるような経過記録用紙
は今後検討すべきであろう．
　（�）情報の取得方法と流出への注意

まず，情報の取得については法が定めている通り
利用目的を通知し，適正な取得が義務づけられる．
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学生及び実習指導者は実習目的等の説明を行い同意
のもとで患者の情報取得や利用をしなければならな
い．今回の調査においては，包括的にこれらを含む
受持ち患者としての同意について，明確に記録して

いた学生は �割程度であった．同意の有無について
は，ガイドラインの方針として「書類の印監をとる」
という契約的・制度的態度ではなく患者との信頼関
係を重視することとしたが，その証拠となる記録は，
説明をしたことや了解が得られたことを残す手立て
として意義があろう．しかし，説明の細部の記録や
説明の方法等は関係性の問題であり，拒否がなけれ
ば黙示の了解と扱って差しつかえない���と考える．
しかし，受け持ち患者としての同意は看護援助を

行うに際して必要な情報のすべてをさすと解釈され
るが，カルテからの転記の形で何でも取得すること
が当たり前とすることに注意が払われるべきであ
る．看護に必要であっても実習の目的から外れるも
のは除外するように選択能力を養うことが大切であ
ろう．また，新たな情報の取得には，患者の身辺に
大きな変化があったなどの場合，当然のこととして
その情報の必要性を説明し，拒否権もあることを伝
えた上で再度同意を得る姿勢が重要である．

情報の流出については，個人情報保護法のみなら
ず，医療法や保助看法などに規定される守秘義務を
守るべきである．具体的に患者の情報は部外に他言
しないこと，通学途中での公共の場所で話題にしや
すいこと，メモ・ノートの紛失に注意するなどをあ
げているが，今回は実習中・後においてもトラブル
となることはなかった．現代的課題として，電子カ
ルテ化に伴い現場での情報は学生にとっては得にく
くなっており，かえって必要最小限の情報にとどま

ることや，無意味な転記をしないことでは情報流出
を防ぐことになる．また，実習記録の記録媒体とし
てコンピューターを使い，フォーマットを入れてお
くことで記録の効率化を図った学生が数名おり，情
報の匿名化や加工を完全にすることと，コンピュー
ター本体に残さずに，記録媒体の使用とその処理に
ついて厳重管理することは今後重要なこととなろう．
なお，情報の取得と抱き合わせである情報開示に
ついては，法の主旨に従うならば開示を前提とす

る���．実習記録は，公的記録である看護記録とは異
なるため，開示は原則的には不要とされるが，日本
看護協会が示すように，開示対象となりうる場合も
あることを考え，今後の課題とすべきである���．開
示請求は，ややもすると訴訟を前提とした考えに陥
りがちであるが，看護という関係性や生活援助の内
容からは，開示によって信頼関係を高めるものとし
て，学生の実習に意義をもたらすとも考えられる．

　�）個人情報保護に関する意識の向上

従来，臨地実習における実習記録には，学習の証
として，見学事例や受け持ち患者の情報は多いほう
が評価され，学生の対象理解や学習を促すと見られ

る傾向があったと思われる．この経緯からは，診療
録や看護記録からひとつでも多くの情報を転記し，
アセスメントするように指導者からも求められてき
たといえる．学生も教員や指導者も今回の法の施行
に当たって，考え方の転換を求められており，具体
的な行動指針とその根拠を十分理解するには，今回
の調査のような具体例で検討を重ねることが必要で
あろう．教員によって記述方法の指導が異なること
は，同意の記録が特定の教員に限られていたことか

らも伺える．本年 �月に日本看護協会から出された
「看護記録および診療情報の取り扱いに関する指針」
にも，学生に対して情報に関する倫理教育を行うよ
うに示されている���．
この指針と本学科のガイドラインを照合すると受け
持ち患者の同意書を求めること意外はほぼ合致して
おり，ガイドラインの周知徹底を図る機会を繰り返
し持つことが重要と考える．
学生への教育方法としては，実習前のオリエン

テーションを基盤としてきた．今回の調査対象とし
た基礎看護学実習 ��は，学生にとって初めての医療
現場の実習オリエンテーションであり，実習目的や，
方法など自己の行動をどのように処するか，緊張の
高い場で一度に行ったことは，個人情報保護につい
ての十分な理解を促す機会とならなかったと考えら
れる．時間帯や場を変えて具体的説明の時間を計画
する工夫も必要であろう．さしあたり，今回の調査
結果を実習記録の作成者である学生に対し，まもな

く始まる各論実習のオリエンテーションの機会を捉
えて知らせ，学習機会とする予定である．ガイドラ
インに適っていない記述を指摘し，消去・訂正した
ものを学習に活用するように許可し，管理について
も注意を促したい．また，説明にとどまらず，具体
的事例を検討する場も設けて理解を深めていきたい
と考える．
一方で，法の全面実施に伴い，過剰反応とも思え

る同意書の扱いや，実習記録の管理によって，学生

の学習上の不利益や混乱を招くことは最小限に抑
える必要がある．基本的教育内容として，患者の尊
厳や権利は教授するべきであるが，規則のみに固執
し，人間関係の場における相互理解や配慮の重要性
を見落としてはならない．学生自らが主体的に関係
の樹立，情報の選び方，記述への配慮を考える姿勢
を養うことが肝要であろう．ヴェーユの言葉をかり
れば，「相手が一個の人間であるという唯一つの事
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実によって，生じる義務はどのような契約にも依拠
せず，永遠かつ無条件であり，＜敬意＞をその核心
とする．自発性と責任，すなわち人々の役に立ち必
要不可欠な存在であろうとする感情は，人間の魂の

死命を制する重大な要求である．・・・自己と関わ
りがあると感じている利害をめぐる問題に関して，
その問題の大小を問わず，しばしば決定を下し得る
ことが必要である．」という内発的義務の認識であ
る�	�．ここにこそ看護における情報倫理教育の根本
があると考える．

ま と め

個人情報保護法に基づいて保健看護学実習記録に

ガイドラインを適用し，学生に個人情報保護がどの
ように認識され，記述・管理されたか点検・調査し
た結果以下のことが明確になった．

（�）保健看護学実習記録の記述において，氏
名の匿名化はできていたが，年令の加工
や日付の加工ができていないため，識別・
推測可能な記述がみられた．

（�）情報の取得方法については，受け持ち患

者としての同意はガイドラインに示す方
法で問題なく経過していたが，その記録
は徹底していなかった．

（�）実習記録の管理については，トラブルは

発生していないが，カンファレンス資料
の加工や，コンピューター機材による記
録媒体の管理に注意が必要である．

（�） �），�）の結果から学生の個人情報保護
についての認識は，あいまいさが残り，
一貫した理解にいたっていない．今後具
体的な指導の工夫を加えて意識の向上を
図る必要がある．

お わ り に

学生の実習や記録の点検の機会を通して，個人情
報について考える機会が持てた．ガイドラインを作
成しただけでは認識を深めることが難しく，具体的
な説明や今回のような点検指導，事例検討の必要性
を感じた．今後学生・教員相互の体験や議論によっ
てガイドラインの適切性を継続的に検討し，よりよ
いものへと発展させたい．
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